参考文献一覧（年代順）
《書籍》

（サハリン関係）

朝鮮人強制連行真相調査団編『朝鮮人強制連行強制労働の記録―北海道・千島・樺太篇』

（現代史出版会、1974年）

樺太終戦史刊行委員会『樺太終戦史』（全国樺太連盟、1973年）

樺太裁判実行委員会編『樺太裁判資料（Ⅰ）～（Ⅲ）』（1975年～）

厚生省援護局編『引揚げと援護三十年の歩み』（ぎょうせい、1978年）

三田英彬『棄てられた四万三千人』（三一書房、1981年）

日本弁護士連合会『樺太帰還在日韓国人会申立事件第一次調査報告書』（1981年）

北海道新聞社編『祖国へ！』（同新聞社、1987年）

高木健一編著『待ちわびるハルモニたち』（梨の木舎、1987年）

朴亨柱著、民涛社編『サハリンからのレポート』（御茶の水書房、1990年）

高木健一『サハリンと日本の戦後責任』（凱風社、1990年）

林えいだい『証言・樺太朝鮮人虐殺事件』（風媒社、1991年）

高木健一『増補改訂版　サハリンと日本の戦後責任』（凱風社、1992年）

林えいだい『増補版　証言・樺太朝鮮人虐殺事件』（風媒社、1992年）

大沼保昭『サハリン棄民』（中公新書、中央公論社、1992年）
サハリン残留韓国・朝鮮人問題議員懇談会編『サハリン残留韓国・朝鮮人問題と日本の政治』（1994年）

『復刻版　朝鮮総督府　帝国議会説明資料　第9巻』（不二出版、1994年）

大蔵省管理局『日本人の海外活動に関する歴史的調査10　朝鮮編9』（復刻版、高麗書林、ソウル、1995年）
角田房子『悲しみの島サハリン』（新潮文庫、新潮社、1997年）

アナトーリー・Ｔ・クージン著、岡奈津子・田中水絵訳『沿海州・サハリン　近い昔の話』（凱風社、1998年）

朝日新聞戦後補償問題取材班編『戦後補償とは何か』（朝日文庫、朝日新聞社、1999年）

吉翔・片山通夫『サハリン物語』（リトル・ガリヴァー社、2000年）

高木健一『今なぜ戦後補償か』（講談社現代新書、講談社、2001年）

（戦後補償関係）

内海愛子『朝鮮人ＢＣ級戦犯の記録』（勁草書房、1982年）

在日の戦後補償を求める会編『在日の旧植民地出身者に戦後補償を』（1992年）

田中宏『在日外国人　新版』（岩波新書、岩波書店、1995年）

田中伸尚・田中宏・波田永実『遺族と戦後』（岩波新書、岩波書店、1995年）

高崎宗司『検証　日韓会談』（岩波新書、岩波書店、1996年）

内海愛子『戦後補償から考えるアジア（日本史リブレット68）』（山川出版社、2002年）

（国籍問題関係）

宮田節子・金英達・梁泰昊『創氏改名』（明石書店、1992年）
金太基『戦後日本政治と在日朝鮮人問題』（勁草書房、1997年）

《論文》

井上昭彦「サハリン残留朝鮮人に帰還の道を」（『季刊　三千里』41号、三千里社、1985年）

長澤秀「戦時下南樺太の被強制連行朝鮮人炭礦夫について」（『在日朝鮮人史研究』第16号、1986年）

海野福寿「朝鮮の労務動員」（『近代日本と植民地５　膨張する帝国の人流』、岩波書店、1993年）
水野直樹「国籍をめぐる東アジア関係」（古屋哲夫・山室信一編『近代日本における東アジア問題』、吉川弘文館、2002年）
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